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１ 研究主題 

    統計資料を活用して、学び合える児童生徒の育成 

 

２ はじめに 

 情報のありふれている現代社会では、膨大の量の情報を整理精選する必要がある。これ

らの情報をグラフや表で整理し、活用しやすくしたものが統計である。統計的なものの見

方・考え方の有用性は一層拡大しており、実証研究を行うあらゆる科学の基礎となってい

る。学校教育の中で、この統計的な思考をどのように浸透させていくか協議を重ね、研究

した。 

 

３ 研究経過 

（１）本年度の方針の決定 

（２）研究組織・計画の作成 

（３）実践についての協議 

（４）成果と問題点の確認 

 

４ 研究の概要 

（１）研究方法 

 今年度は、さまざまな統計資料を持ち寄り、授業でどのように活用すべきか、また、統

計的なものの見方・考え方を、どのように児童生徒にさせられるかを検証した。また、各

校の授業実践などの報告も行った。 

 

（２）考察 

 ア 総務省統計局ホームページ「なるほど統計学園」より 

  ホームページには、代表値として、平均値、中央値、最頻値についての説明があり、

どのように児童生徒に指導・授業実践をすると、児童生徒は理解できるかを検証した。

また、それらの違いや活用の仕方の研究をした。 

  

イ 全国消費実態調査を用いた「資料の活用」の授業例より 

  消費金額の膨大なデータから必要なデータを取り出す際の、有効な手段について話し

合った。また、度数分布表、ヒストグラムなどの有効性について検証した。 

  

ウ 中学２年生理科「天気とその変化」の授業実践より 

  「天気変化の規則性を見つけよう」で、気温・湿度・気圧のグラフ（資料１）から、
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変化を見つけ出し、天気を予報する授業を行った。生徒にグラフを読み取らせ、気温と

湿度が反対の動きをしていることから、飽和水蒸気量について気づいたり、気温と風向

きの関係から気圧について考えたりした。それらを読み取る活動を通して、寒冷前線が

通過するタイミングを生徒に考えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 
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５ 今後の課題 

日常の多くの場面で活用されている統計を、学校教育からもっと広めていくことが大切

である。児童生徒に指導をする際には、児童生徒の統計に対する理解をさらに深なければ

ならない。情報化のこの時代で、若い世代の児童生徒が、統計をどう活用していくかの研

究をしていく必要がある。 


